
令和７年度 １学年 英語 ガイダンスシラバス 

担当：恒枝真理，長谷川貴明，太田菜穂子，八重樫路子 

１ 英語を学ぶねらい 

 ①英語の音声や語彙，表現，文法，言語のはたらきなどを理解し，実際のコミュニケーションにおいて活用 

できる技能を身につけること 

 ②コミュニケーションを行う目的や場面，状況に応じて，日常的な話題や社会的な話題について，英語で簡 

単な情報や自分の考えなどを表現できるようになること 

 ③英語の背景にある文化に対する理解を深め，主体的に英語を用いてコミュニケーションを図ることがで 

きるようになること 

 

２ 学習方法 

 ①【授業に集中して取り組む】発音・音読練習や会話活動に積極的に取り組む。板書やモニターに映し出さ

れる内容に加えて，先生の説明にあるポイントをメモする。ワークシートやワークブック等の問題に取り

組み，わからないことは質問する。 

 ②【復習する】授業で学んだことを，ワークブック・宿題・ワークシート・ノートなどを用いて早めに復習

する。英語の発音・音読練習をする（教科書の QR コードを用いるのも効果的）。提出物の期限を守る。 

定期テストの前には，学習した単語や英文の確認，問題の解き直しや反復練習をする。 

 ③【予習する】授業・復習に加えて，余裕があれば教科書の内容をあらかじめノートに予習して授業に備え

る。 

 

３ 持ち物 

 教科書，ワークブック（「ジョイフルワーク」），ファイル，ノート（４線の英語用のもの） 

 

４ 学習の評価と方法 

 ①「知識及び技能」 

  ＊定期テストの正解率  ＊アルファベットテスト，小テスト 

 ②「思考力・判断力・表現力 

  ＊定期テストの正解率  ＊パフォーマンステスト（スピーチ等の発表，会話テストなど） 

  ＊小テスト 

 ③「主体的に学習に取り組む態度」 

  ＊提出物の状況：ワークブック，宿題，ポイントシートなど  ＊休み明けテスト 

＊小テストなど  ＊授業全般への取り組み 

 

５ 先生からのアドヴァイス 

  ①まずは授業に集中して取り組みましょう。そのためには，家庭での充分な睡眠，朝食を採る，忘れ物を

しない，などの準備も大切です。私語は授業についていけなくて自分が困るだけでなく，ほかの人にも

迷惑がかかります。聞くとき・話すときのメリハリをつけて，わからないことは遠慮せず質問してくだ

さい。 

  ②授業の復習は「早めに，こまめに」。できるだけ毎日，まずは短時間からでも英語の学習をすること

で，提出物の期限を守ることができる上に，直前に一気に学習するよりも楽にテスト準備をすることが

できます。 

  ③ゆとりがあれば，予習をしてみましょう。一番大切な授業をさらによく理解できるようになります。 



６ 年間学習計画 （学習の定着状況により，学習順序や教材が変更になることがあります 

 

月 単元名  学習の目標 評価方法 
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５ 
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７ 

Unit 0 

Nice to Meet 

You 

場面の表現がわかる。 

アルファベットの発音，順序，書き方がわかる。 

小テスト 

定期テスト 

Unit 1 

Hello, 

Everyone! 

be 動詞(am, are)と一般動詞を用いた文の構造や使い方がわかる。 

自分のことを伝えたり，相手のことをたずねたりすることができる。 

小テスト 

定期テスト 

Unit 2  

Our New 

Teacher 

be 動詞(is)と助動詞 can を用いた文の構造や使い方がわかる。 

身近な人やものについて紹介したり，たずねたりすることができる。 

小テスト 

定期テスト 

Unit 3 

Our School 

疑問詞(What, What, How, When, Where)や前置詞を用いた文の構造や使い方が

わかる。 

知らないものや人についてたずねたり，いつ・どこなのかをたずねたりするこ

とができる。 

小テスト 

定期テスト 

Unit 4 

Friends in 

New Zealand 

疑問詞＋１語（How many, What time, What + 名詞）や命令文の構造や使い方

がわかる。 

数や時刻，好きなものについてたずねたり，指示や助言をしたりすることがで

きる。 

小テスト 

定期テスト 
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10 
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Unit 5 

My Brother in 

Hawaii 

三人称単数現在形を用いた文の構造や使い方がわかる。 

自分と相手以外の人やものについて，たずねたり伝えたりすることができる。 

小テスト 

定期テスト 

Unit 6 

A Rakugo 

Performer 

from the U.K. 

人称代名詞や疑問詞 Whose，Which を用いた文の構造や使い方がわかる。 

自分と相手以外の人について話したり，だれのものかをたずねたりすることが

できる。 

小テスト 

定期テスト 

Unit 7  

An Online 

Tour of the 

U.K. 

現在進行形を用いた文や感嘆文の構造や使い方がわかる。 

今していることについて説明したり，たずねたりすることができる。 

小テスト 

定期テスト 

Unit 8 

Think Globally, 

Act Locally 

 

Stage Activity2 

My Hero 

want + to + 動詞の原形や，look + 形容詞を用いた文の構造や使い方がわかる。 

したいことや，する必要のあることなどについて説明したり，たずねたりする

ことができる。 

 

好きな有名人やあこがれの人についてたずねたり，説明したりすることができ

る。 

小テスト 

定期テスト 

 

 

発表 

1 

 

2 

 

3 

Unit 9 

Winter 

Vacation 

一般動詞の過去形を用いた文の構造や使い方がわかる。 

過去の出来事について説明したり，たずねたりすることができる。 

小テスト 

定期テスト 

 

Unit 10 

This Year’s 

Memories 

 
 

Stage Activity 3 

My Favorite 

Event This Year 

be 動詞の過去形や，過去進行形を用いた文の構造や使い方がわかる。 

過去の状態や気持ち，過去のある時点でしていたことについて説明することが

できる。 

 

思い出に残った出来事について発表することができる。 

小テスト 

定期テスト 

 

 

発表 


